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１
日　

議
会
全
員
協
議
会

４
日　

月
例
会
計
監
査

６
日　

県
人
権
教
育
推
進
協
議
会
ブ　

　
　
　

ロ
ッ
ク
別
研
修

９
日　

第
１
回 

議
会
臨
時
会

10
日　

誠
心
会
役
員
と
座
談
会

16
日　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　

連
合
議
会

17
日　

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

　
　
　

南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会

18
日　

黒
滝
村
自
立
支
援
協
議
会

21
日　

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加（
五
條
市
）

23
日　

奈
良
県
町
村
議
会
全
議
員
研
修

23
日
～
24
日　

郡
人
権
教
育
推
進
協
議

　
　
　
　
　
　

会
現
地
研
修
会

24
日　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　

黒
滝
村
林
業
活
性
化
特
別
委
員
会

議会議
会
活
動
状
況

２
月

◆
入
札
日
１
月
26
日

黒
滝
村
避
難
所
用
物
品
購
入

○
落
札
者　

株
式
会
社
ホ
ウ
ワ

　

行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
や
県
、
村
の
行
政
や
仕
事
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委

員
が
開
催
す
る
行
政
相
談
所
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時　

３
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時 

～ 

午
後
５
時

◆
場
所　

役
場
２
階
委
員
会
室

◆
相
談
の
お
相
手　

行
政
相
談
委
員

　

  

徳
田　

初 （
☎
６
２
‐
２
５
５
５
）

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談

◆
日
時　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場
所　

大
淀
町
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
～
３
月
）

　
　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
５
５
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主
催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                      　

   

実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

消
費
者
生
活

　

相
談
窓
口
開
設

　

3
月
1
日
～
３
月
7
日

　

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防

　

１
月
１
日
よ
り
新
た
に
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
上
浦
早
苗
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆
黒
滝
村
人
権
擁
護
委
員　
【
敬
称
略
】

森
本
重
朝
（
鳥
住
）　

☎
６
２
‐
２
２
０
８

上
浦
早
苗
（
槙
尾
）　

☎
６
２
‐
２
７
０
３

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

『
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
』

◆
統
一
標
語

　
「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

　

す
の
で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

◆
３
つ
の
習
慣

〇
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

〇
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

　

に
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、　

　

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

〇
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る　

　

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

交
通
安
全
県
民
運
動
に
お
け
る
積
極

的
な
活
動
に
よ
り
交
通
事
故
防
止
に
寄

付
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
当
村
交
通

黒
滝
村
交
通
安
全
協
会

表
彰
受
賞

第
１
回
議
会
臨
時
会誠心会役員との座談会の様子▲

　

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
で
あ
っ
た
中
井

順
子
さ
ん
（
赤
滝
）
が
12
月
末
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
井
さ
ん
に
は
平
成
22
年
よ
り
６
年

間
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
多
大
な
労
に

尽
く
さ
れ
、
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈

『
法
務
大
臣
感
謝
状
を
授
与
』

入　

札　

結　

果

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　

　

２
，
３
８
７
，
０
８
８
円

○
履
行
期
間　

　

平
成
28
年
３
月
25
日
ま
で

黒
滝
村
避
難
所
看
板
製
作
設
置
業
務
委
託

○
落
札
者　

シ
マ
産
商
株
式
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　

　

７
２
０
，
３
６
０
円

○
履
行
期
間　

　

平
成
28
年
３
月
25
日
ま
で

　

４
月
か
ら
「
南
和
広
域
医
療
企
業
団
」

が
設
立
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
通
院
す
る
た

め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

〇
黒
滝
村
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で

　

65
歳
以
上
も
し
く
は
身
体
障
害
者

　
（
1
級
、
2
級
）
の
方

◆
助
成
対
象

〇
自
宅
と
五
條
病
院
、
吉
野
病
院
、
南

　

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
間
の
タ
ク

　

シ
ー
利
用
料
金

〇
年
間
利
用
回
数
24
回

　
　
　
　
　
（
片
道
を
１
回
と
数
え
る
）

◆
助
成
額

〇
タ
ク
シ
ー
１
利
用
に
つ
き
、
そ
の
領

　

収
書
か
ら
自
己
負
担
分
１
，
０
０
０

　

円
を
差
し
引
い
た
額
。（
た
だ
し
上
限

　

を
５
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
）

◆
申
請
方
法

〇
タ
ク
シ
ー
利
用
の
領
収
書
と
同
日
の

　

医
療
費
の
領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
を

　

添
付
し
企
画
政
策
課
ま
で
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課

タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成

◆
お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署

　

黒
滝
分
署

　

http://w
w

w.nakayoshino.or.jp/

26
日　

奈
良
県
総
合
事
務
組
合
議
会

　
　
　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会

　　　　
　

月
例
会
計
監
査

　

２
月
18
日
（
木
）、
中
戸
地
区
で
鳥

獣
保
護
目
的
の
た
め
、
キ
ジ
20
羽
の
放

鳥
を
県
猟
友
会
黒
滝
支
部
長
の
東
信
和

氏
協
力
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
キ
ジ
の
個
体
数
を
維
持
す
る

た
め
に
放
鳥
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
村
内
で
キ
ジ
を
見
か
け

る
機
会
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

キ
ジ
の
放
鳥

東氏によるキジ放鳥の様子▲

　

安
全
協
会
が
奈
良

県
交
通
対
策
協
議
会

長
（
奈
良
県
知
事
）

か
ら
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

ら
れ
ま
し
た
。

　

永
き
に
わ
た

る
ご
尽
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
が
２

月
９
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
補
正
予
算
】

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て
（
可
決
）

　
【
そ
の
他
】

　

黒
滝
村
林
業
活
性
化
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

平
成
28
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
３

月
11
日
（
金
）
～
17
日(

木
）
の
期
間

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　



　がん患者サロンは、がん患者や家族同士が悩みや不安を語り合うこ
とができ、同じ体験をした仲間が集う場です。
　はじめての方もぜひご参加ください。

◆日時　　３月 11 日（金）　午後１時 30 分～午後３時 30 分
◆場所　　吉野保健所２階　大会議室
◆対象　　県内に居住されているがん患者・家族
◆費用　　無料

毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生
きていく権利です。
すべての人間が生まれなが
らに持っている基本的な権
利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

５ 広報くろたき　No．405

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用くだ
さい。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

図
書 室 だ よ り

「新しい時代のカタチを考える」をコンセプトに創刊
されたジャーナル誌「ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ　ＴＩＭ
ＥＳ」の編集部が作成した、教養図書をご紹介します。
　本書では人類の歴史を項目ごとに取り上げ、各項目
が現代へ続いてきた過程と未来への展望が、多くの絵
や写真を使って分かりやすく書かれています。
　歴史的な教養や現代の技術、さらには未来への興味
を満たす一作となっておりますので、是非ご一読下さ
い。

第４回がん患者サロン「よしの」開催

４2016 年 3 月号

　

一
般
的
に
見
ら
れ
る
労
作
性(

ろ
う

さ
せ
い)

狭
心
症
で
は
、
か
ら
だ
を
動

か
す
と
き
に
圧
迫
感
や
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
感
じ
の
胸
痛
が
起
こ
り
数
分

続
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
心
臓
を
栄
養
す
る
冠
状
動
脈

(

か
ん
じ
ょ
う
ど
う
み
ゃ
く)

に
粥
状

硬
化
症(

じ
ゅ
く
じ
ょ
う
こ
う
か
し
ょ

う)

と
よ
ば
れ
る
動
脈
硬
化(

ど
う

み
ゃ
く
こ
う
か)

が
起
こ
り
、
進
行
し

て
内
腔(

な
い
く
う)

が
狭
く
な
っ
て

血
流
が
悪
く
な
り
、
運
動
時
に
心
臓
の

筋
肉
が
一
時
的
に
酸
素
不
足
に
な
る
か

ら
で
す
。

　

安
静
時
に
起
こ
る
狭
心
症
も
あ
り
、

そ
の
中
で
多
い
の
が
異
型
狭
心
症
で
す
。

　

異
型
狭
心
症
は
日
本
人
に
よ
く
見
ら

れ
、
血
管
攣
縮(

れ
ん
し
ゅ
く)

性
狭

心
症
と
も
呼
ば
れ
、
冠
状
動
脈
に
明
ら

か
な
動
脈
硬
化
は
無
い
の
に
血
管
が
痙

攣(

け
い
れ
ん)

し
て
内
腔
が
極
端
に

狭
く
な
る
た
め
に
胸
痛
発
作
が
起
こ
る

疾
患
で
す
。

　

深
夜
、
早
朝
の
就
寝
中
や
安
静
時
に

胸
痛
発
作
が
起
こ
り
や
す
い
の
が
特
徴

で
す
が
、早
朝
の
運
動
時
に
も
起
こ
り
、

喫
煙
、
過
呼
吸(
か
こ
き
ゅ
う)

、
ス

異
型
狭
心
症(

い
け
い
き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う) 

ト
レ
ス
、
不
眠
や
ア
ル
コ
ー
ル
過
飲
が

発
作
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
胸
痛
に

冷
汗(

ひ
や
あ
せ)

や
嘔
吐(

お
う
と)

、

失
神
を
伴
う
時
が
あ
り
、
重
症
の
不

整
脈
や
心
筋
梗
塞(

し
ん
き
ん
こ
う
そ

く)

を
起
こ
し
て
突
然
死
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　

診
断
は
発
作
時
の
心
電
図
を
記
録
す

る
の
が
困
難
で
す
の
で
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
で
冠
状
動
脈
造
影
を
行
い
、

動
脈
硬
化
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
薬
剤
を

投
与
す
る
誘
発
テ
ス
ト
を
行
っ
て
血
管

攣
縮
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

　

治
療
は
禁
煙
と
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬

(

き
っ
こ
う
や
く)

の
服
用
が
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

  

尚
、
動
脈
硬
化
は
無
く
て
も
血
管
内

側
の
傷
み
が
見
ら
れ
、
や
が
て
内
腔
の

狭
窄(

き
ょ
う
さ
く)

が
進
展
す
る
可

能
性
が
あ
り
、経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
安
静
時
の
胸
痛
に
は
、
急
性
冠

症
候
群
と
呼
ば
れ
る
重
症
の
不
安
定
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。

　
　
　
　
　

 

奈
良
県
医
師
会

　

今
年
度
、最
後
の
教
室
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象　

　

1
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お

　

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者 

◆
日
時

　

３
月
７
日
（
月
）　

午
前
10
時
30
分
～

◆
場
所　

こ
ど
も
園
遊
戯
室

※
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
、
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る

　

場
合
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。                

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

親
子
ヨ
ガ
教
室

■今月のおすすめ
（読み物）　ｓｕｒｖｉｖａｌ ｉｓｍ 　–　７０億人の生存意志　  –　
　　　　　　／　ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ　ＴＩＭＥＳ　（山本　良一）

（小説）　　名も無き毒　　／　宮部　みゆき

（児童書）　おはなしアンデルセン
　　　　　　　　　　　　／　与田　準一　　・　　川崎　大治　
　　　　　　　　　　　　　　松谷　みよ子　・画　岩崎ちひろ

（児童書）　ねみちゃんとねずみくん　
　　　　　　　　　　　　／　なかえ　よしを・絵　上野　紀子

◆お問合せ先　
吉野保健所　健康増進課　母子・健康推進係
　☎     ０７４７ ‐ ６４ ‐ ８１３４
　（月～金《休日除く》午前９時から午後５時）
　FAX  ０７４７ ‐ ５２ ‐ ７２５９ ハ

ン
セ
ン
病
元
患
者
等
へ
の

和
解
一
時
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
に
は
、国
か
ら
補
償
金（
和

解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い
方

や
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
補
償
金
を
受
け
取
ら

れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

 【
請
求
期
限
】
平
成
28
年
3
月
31
日

◆
お
問
合
せ
先

　

以
下
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〇
公
益
財
団
法
人　

沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

　
　

☎
０
９
８
‐
８
３
２
‐
９
５
２
８

〇
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

　
　

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線　

２
３
６
９
）



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章

　発行　黒滝村役場　　　〒 638-0292　　吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
　　　　　　　　　　　　 ℡　0747-62-2031　　  FAX　62-2569
　 E-mail　　kurotaki@vill.kurotaki.nara.jp　　　　URL　　http://www.vill.kurotaki.nara.jp ６

人口・世帯数
（２月１日現在）

　　男　　３６２　人　　（－３）
　　女　　４１０　人　　（＋１）
　　計　　７７２　人　　（－２）
　世帯　　３７９　世帯　（±０）

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　   ～ 9203】
防災無線電話音声対応サービス

（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター

（社会福祉協議会）   62-2850  
IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者

（株）黒滝森物語村 62-2770

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

緊急通報装置の設置について
　65 歳以上一人暮らし世帯の方及び、世帯全員が介護状態等

（障害者手帳所持者含む）にある方、または、その方の介護者
が 65 歳以上一人のみの世帯などの方で、緊急通報装置の設置
を希望される場合は、役場保健福祉課または、各地区の民生委
員さんまでお問合せ下さい。
　※緊急通報装置とは、病気や災害等の緊急時だけでなく、健
康上の相談にも迅速で適切に対応できるシステムです。

奈良県社会福祉総合センター
　〒 634-0061
橿原市大久保町 320 番地の 11

平成 28 年 3 月 5 日（土）
 　10 時 00 分～ 13 時 00 分

かしはら安心パーク
　〒 634-0002　
橿原市東竹田町 224 番地の 1

平成 28 年 3 月 26 日（土）
 　10 時 00 分～ 13 時 00 分
 　14 時 00 分～ 17 時 00 分

　場所 日時

　ＮＥＴ１１９緊急通報システム
　　　　　登録説明会の開催について

　奈良県広域消防組合では聴覚障害をお持ちの方向けの緊急
通報手段として、携帯電話からの通報を可能にした「ＮＥＴ
１１９通報システム」を導入するにあたり、下記の通り登録説
明会を開催します。
　参加を希望される方は、申込書等保健福祉課窓口に設置して
いますのでお問合せください。


